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高知県におけるハチクマの繁殖確認
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はじめに

ハチクマ庇mfsapj”〃ｓは，日本では夏鳥で北海道から九州までで繁殖するとされてい

る．四国では徳島県，愛媛県で繁殖記録があり（石原1982)，高知県でもハチクマは夏期の

観察記録は多く，1993年７月には高知県西部でヒナ２羽が保護されており，繁殖の可能性が

高いと思われていたが（西村1993)，繁殖は確認されていない（森岡ほか1995)．今回，高

知県内で1997年の繁殖期に，巣自体は発見できなかったものの，ハチクマのディスプレイ飛

湖から幼鳥の巣立ちまでを観察したので報告する．

なお，森林総合研究所の牧野俊一博士には，スズメバチ類の生活史についてご教示いただ

いた．ここに記してお礼申し上げる．

調査地および調査方法

調査地は，高知県土佐山村の標高450ｍの低山の斜面である．標高400～500ｍ前後の東

西に伸びる丘陵地の尾根の北面に，北向きの谷が入り込んでできている枝尾根の斜面上であ

り，谷の底面の一部が農耕地として利用されているほかは森林におおわれている．1997年５

月から10月までに合計28日間，７時から18時のあいだに１日平均4.75時間，合計133時間，

ハチクマの繁殖行動を観察した．必要に応じて５人の観察者が４か所に分散し，相互に無線

連絡を取りあいながら，ハチクマの行動から営巣場所を絞り込んだ．繁殖行動の観察は営巣

場所と思われるところから400ｍの距離から，８倍～20倍の双眼鏡，３０倍の望遠鏡をもちい

て行なった．成鳥については，羽の模様により個体識別を行なった．調査によって繁殖に影

響をおよぼさないように，幼鳥,成鳥とも確認されなくなった同年１２月に現地踏査を行な

い，営巣環境について植生などの調査を行なった．1998年５月から６月に同所で再度ハチク

マの観察を行ない，繁殖に関する追加データを収集した．

1998年１１月１５日受理
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結果

1997年５月６日から，成鳥雄が急上昇して翼を高くかかげて数回たたき合わせては急降

下をくり返すディスプレイ飛湖がみられた．５月２３日から６月にかけて，成鳥雄１羽およ

び成鳥雌雄のつがいで上下に帆湖するディスプレイ飛溺がみられた．このような雄単独，も

しくは雌雄のつがいが行なうディスプレイ飛翻は，求愛およびなわばり防衛のための行動で

あり，繁殖行動の一部と考えられる．７月２０日に，４か所に分散し，無線連絡を取りあいな

がら調査したが，営巣範囲を特定するまでにはいたらなかった．８月２日に，１羽がハチの

巣をもって降り立つ地点を確認して，営巣場所を特定することができた．この日は，雌雄

が交互に営巣場所に出入りして，つがいのうちの１羽が営巣場所に残るという行動をくり

返した．７時間の観察内に２回クロスズメバチ類VESp剛ａｓｐ､のものと思われるハチの巣を

運び込んだが，１回は成鳥雄であり，もう１回は個体識別できず，性別不明であった．ま

た，営巣場所の木の梢にとまっていた成鳥雌が，近寄るハシブトガラスＣＯγ”ｓ

腕αc”伽"cjbosを追払った．８月６日もつがいが確認され，３時間の観察時間内に成鳥雌が

１回ハチの巣を運び込んだ．８月８日は２時間の観察で，成鳥雄が１回食物と思われる物を

運び込んだ．８月１３日，１４日，１５日は，林内からしきりに幼鳥のものと思われる鳴き声が

聞こえていた．また，８月１４日は３時間の観察で，成鳥（性別不明）が何か食物を運び，

鳴き，成鳥雄は１羽でのディスプレイ飛湖もみせた．８月１６，１７日と，成鳥雄単独あるい

はつがいでのディスプレイ飛潮を盛んに行なった．８月２０日，親子３羽での飛翻，成鳥雄

単独のディスプレイ飛湖がみられ，この日はじめて幼鳥の姿を確認した．８月２２日，幼鳥

が単独で林外を飛潮するのを確認した．９月１４日，成鳥雌と幼鳥が寄り添うように営巣場

所近くの木の枝にとまっているのを観察したのを含め，つがいと幼鳥の３羽がみられた．９

月１７日には成鳥１羽と幼鳥１羽がみられ，１０月８日には１羽（年齢性別不明）を確認し，

それ以降ハチクマは確認されなかった．

１２月６日に現地踏査によって営巣環境を調査した．谷筋の斜面の一角にある約0.2haのス

ギｏ”"""カノ也加"”の植林地がハチクマの営巣場所と考えられたが，地上からの観察では，

枝が繁茂していたため，巣は発見できなかった．スギ林の樹高は25～３０ｍで，高木層はほ

とんどがスギで，わずかにヒノキｃ〃α腕αe”α滴0伽“αが混じり，亜高木層を欠いていた．

低木層にはまばらにアオキＡ鰹c幼α岬”cαなどの樹木があったが，林内は暗く，林床には

草本はきわめて少なかった．スギ林の周辺にはコジイｃａｓｫα"O1sjscz4s〆｡α#α，アラカシ

Ｑ郷e"Zgsgﾒα豚αzなどの常緑広葉樹を主とした二次林，アカマツ厭"抵此抵伽、林，ヒノキ

植林，モウソウチクfｿh)刷りs此zcjり2s"g〃"cyckz林などがパッチ状に存在し，このうち常緑広葉樹

二次林の占める割合がもっとも高かった．営巣場所と思われるスギ林は，周囲の二次林等よ

りも５～１０ｍほど樹高が高かった．

1998年５月初旬，今回の調査場所周辺に３羽のハチクマが渡ってきたことが観察された．

１羽は若鳥（幼羽）で，よくディスプレイ飛溺をしていた．ほかの２羽は，年齢等の識別は

できなかった．しばらく複数の個体が観察されていたが，１０日後くらいから営巣地周辺には
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姿を現さなくなった．ここでは，1998年に入り，林を切り開き畑が造成されるなど環境が変

わったことも影響しているかもしれないが，1998年の営巣は確認できなかった．

考察

今回の観察では，ハチクマは５月はじめに渡来し，渡ってくると同時にディスプレイ飛湖を

はじめ繁殖行動に入った．これに対し同じ夏鳥のサシバＢ邸如s雌γ“ja4sは，４月はじめまで

にこの調査地付近に渡ってきて，７月２０日には幼鳥２羽を含む家族と思われる集団の飛潮，

８月２日にも幼鳥単独の飛翻がみられた．それに比べるとハチクマは渡ってくる時期が遅く，

サシバよりも繁殖時期が遅いと考えられる．ハチクマはおもにクロスズメバチ類とコガタス

ズメバチリノとSpaα”脆の幼虫や蛸をヒナに給餌する（松浦・山根1984）が，これらのハチ類

の巣がハチクマにとって餌資源として利用価値が高くなるのは，働きバチが羽化した後の共

同営巣期および分業期になり，ハチの巣が大きくなってからであると思われる．これらのハ

チ類の働きバチの出現時期は，西南日本では５～６月以降であり（有賀1990，松浦・山根

1984，松浦1995)，ハチクマは食物であるハチ類の生活史に繁殖時期を合わせているために，

サシバよりも繁殖時期が遅いと考えられる．

また，８月下旬から９月にかけて幼鳥が独り立ちすると，その後は複数個体が一緒に観察

されなくなったので，家族は分散したものと思われる．

高知県を通過する1997年秋のハチクマの渡り時期は，９月下旬から１０月中旬が主であっ

た（黒岩1998)．今回の繁殖個体の家族の分散は，秋の渡りが始まるよりも早くに行なわれ

たが，家族の最後の１羽が繁殖地から飛去したのは，その渡りの期間の範囲内と思われる．
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ApairofHoneyBuzzards此mis”j”拘りswasfbundbreedingonahiusideinTosayama

Village,KochiPrefecturもｉｎ1997．Itwasthe5rstbreedingrecordinKochiprefecture・The

breedingbehaviorwasobservedhPomthebeginningofMay,andafledglingwasfirstsightedon

August20.nlenestsitewasinaJapaneseCedarO3Ipm柳e施脚0"”stand,surroundedbythe

secondaryfbrestofbroadleavedevergreentrees．
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